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会見する水田理事長とマレーシア政府観光大臣

中国、ハンガリー、マレーシアからの留学生との交流

国
際
交
流
活
動

　

２
０
１
１
年
11
月
25
日
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
観
光

大
臣
ン
・
イ
ェ
ン
・
イ
ェ
ン
氏
が
東
京
紀
尾
井
町

キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
学
し
、
水
田
理
事
長
と
会
見
し
ま

し
た
。

　

会
見
の
中
で
、
水
田
理
事
長
は
「
本
学
は
観
光
学

部
や
薬
学
部
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
方
面
を
中
心
に

今
後
マ
レ
ー
シ
ア
の
大
学
と
交
流
を
深
め
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
、
ン
・
イ
ェ
ン
・
イ
ェ
ン
大
臣
も
「
観

光
産
業
強
化
の
た
め
に
も
人
材
育
成
が
重
要
で
あ

り
、
ぜ
ひ
日
本
の
大
学
と
の
交
流
を
深
め
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
＆
サ

イ
エ
ン
ス
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す

が
、
今
回
の
観
光
大
臣
の
来
学
を
機
に
、
今
後
の
マ

レ
ー
シ
ア
の
大
学
と
の
交
流
が
よ
り
活
発
に
進
む
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

会
見
後
、
大
臣
は
城
西
大
学
経
済
学
部
に
留
学
中

の
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
学
生
お
よ
び
城
西
国
際
大
学

観
光
学
部
に
留
学
し
て
い
る
中
国
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
か

ら
の
留
学
生
代
表
計
10
名
と
交
流
の
場
を
持
ち
、
留

学
生
活
の
様
子
な
ど
を
尋
ね
ら
れ
る
と
と
も
に
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
観
光
産
業
の
状
況
を
説
明
さ
れ
、
ぜ
ひ

日
本
で
し
っ
か
り
学
ん
で
帰
っ
て
き
て
欲
し
い
と
留

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
観
光
大
臣
来
学

日
時
：
２
０
１
1
年
11
月
25
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　

２
０
１
２
年
2
月
16
日
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
大

使
ヤ
ド
ヴ
ィ
ガ
・
マ
リ
ア
・
ロ
ド
ヴ
ィ
ッ
チ
閣
下
が

学
校
法
人
城
西
大
学
の
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

に
来
学
し
、
水
田
理
事
長
と
会
見
し
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
中
期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
て
、
特
に
ハ

ン
ガ
リ
ー
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
国
々
と
の
学
術
交
流
を
積
極
的
に
深
め
て
お
り
、

今
回
の
来
学
は
そ
の
一
環
と
し
て
実
現
し
た
も
の
で

す
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
大
使
来
学

日
時
：
２
０
１
２
年
2
月
16
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

学
生
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
臣
は
同
日
夕
方
に
開
催
さ
れ
た
大
学
院

セ
ン
タ
ー
開
設
記
念
講
演
会
の
懇
親
会
に
も
ゲ
ス
ト

と
し
て
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
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会
見
の
中
で
、
水
田
理
事
長
は
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
と

の
交
流
を
深
め
る
な
か
で
、
大
使
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

ア
ド
バ
イ
ス
等
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
ポ
ー
ラ

ン
ド
は
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
最
大
の
国
で
、
日
本

の
研
究
も
大
変
盛
ん
で
あ
り
、
今
後
も
両
国
の
関
係

が
深
ま
っ
て
大
学
間
の
交
流
が
強
化
で
き
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
大
使
も
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
日
本
に
対
し
て
非

常
に
親
近
感
を
有
し
て
お
り
、
今
後
城
西
大
学
と
の

交
流
を
核
に
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
日
本
の
交
流
を
さ

ら
に
深
め
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
見
後
、
地
下
ホ
ー
ル
に
て
大
使
か
ら
城
西
大

学
、
城
西
国
際
大
学
の
学
生
に
向
け
「
日
本
と
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
国
交
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
変
遷
の
歴
史
や
民
主
化

の
歩
み
、
文
化
、
そ
し
て
近
年
の
日
本
と
の
戦
略
的

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
日
本
の
関
係
に
つ
い
て
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
大
使
と
ご
一
緒
に
来
学
さ
れ
た
、
大
使

の
夫
君
で
あ
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
著
名
な
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
監
督
の
ヴ
ァ
ル
デ
マ
ル
・
チ
ェ
ホ
フ
ス

キ
氏
よ
り
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
Ｅ
︱
Ｍ
ｏ
ｖ
ｉ
ｅ

に
つ
い
て
」
と
い
う
近
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る

メ
デ
ィ
ア
の
変
遷
、
役
割
に
つ
い
て
も
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
出
席
し
た
学
生
た
ち
は
、
熱
心
に
大
使

と
監
督
の
講
演
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
講
演
に
は
外
務
省
か
ら
小
寺
次
郎
欧
州
局

長
も
ご
出
席
さ
れ
、「
欧
州
で
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
、
ス
ロ
バ
キ
ア
、
チ
ェ
コ
の
『
ヴ
ィ
シ
ェ

グ
ラ
ー
ド
4
カ
国
（
Ｖ
4
）』
は
今
後
日
本
に
と
っ

て
重
要
な
国
で
あ
り
、
城
西
大
学
が
こ
れ
ら
の
国
々

と
の
交
流
強
化
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
外

務
省
と
し
て
も
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
」
と
力
強
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

は
、
出
席
者
の
方
々
が
大
使
や
監
督
ら
と
和
や
か
に

歓
談
し
、
両
国
の
交
流
と
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

２
０
０
９
年
が
日
本
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
交
樹
立
90

周
年
と
い
う
節
目
の
年
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
特
に

近
年
日
本
で
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
歴
史
・
文
化
・
学
術

に
関
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
本
学
で
も
、

日
本
に
大
変
馴
染
み
の
深
い
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
偉
人
で

あ
る
キ
ュ
リ
ー
夫
人
の
パ
ネ
ル
展
開
催
な
ど
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

　

本
学
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
は
２
０
１
１
年
9
月
に

ポ
ー
ラ
ン
ド
情
報
工
科
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
結

ん
で
い
ま
す
が
、
今
回
の
大
使
の
来
学
を
機
に
、
今

後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
大
学
と
の
交
流
が
よ
り
活
発
に

進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

水
田
宗
子
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
法
人
城

西
大
学
代
表
団
は
、
２
０
１
１
年
12
月
19
日
に
台
湾

の
淡
江
大
学
で
開
催
さ
れ
た
「
第
１
回 

台
日
学
長

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
出
席
し
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
１
に
お
い

て
水
田
理
事
長
が
講
演
し
ま
し
た
。

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
台
湾
と
日
本
の
大
学
の
国
際

台
湾
政
府
主
催 

第
１
回 

台
日
学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
出
席

日
時
：
２
０
１
１
年
12
月
19
日

場
所
：
淡
江
大
学
、台
湾

あいさつされるポーランド大使

両大学の学生と歓談する大使

講演するヴァルデマル・チェホフスキ監督

あいさつされる小寺欧州局長
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連
携
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
両
国
の
大
学
生
に

新
し
い
学
び
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
台
湾
教
育
部
国
際
文
教
局
の
主
催
で
開
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。
第
１
回
の
今
回
は
、
台
湾
か
ら
は
会
場

と
な
っ
た
淡
江
大
学
を
は
じ
め
、
国
立
雲
林
科
技
大

学
や
世
新
大
学
等
約
60
も
の
国
立
・
私
立
大
学
の
関

係
者
や
教
育
部
関
係
者
等
が
参
加
し
、
日
本
か
ら
は

本
学
や
同
志
社
大
学
、
亜
細
亜
大
学
、
桜
美
林
大
学

等
９
大
学
と
日
本
国
際
教
育
交
流
協
議
会
、
日
本
私

立
大
学
協
会
関
係
者
等
が
特
別
招
待
を
受
け
て
出
席

し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、「
大
学
の
発
展
と
学
校
経
営
」

「
国
際
連
携
と
留
学
生
の
受
け
入
れ
」「
大
学
の
発
展

と
産
学
連
携
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
本
学
は
セ
ッ
シ
ョ
ン
１
「
大

学
の
発
展
と
学
校
経
営
」
の
中
で
、
水
田
理
事
長

が
「
国
際
人
材
の
育
成
と
国
際
的
連
携
教
育
、
研
究

の
重
要
性
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
講
演
を
行
い
ま
し

た
。

　

講
演
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
む
中
、

今
後
は
国
際
的
な
視
野
を
持
っ
た
人
材
育
成
が
必
須

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
日
本
と
台
湾
が
さ
ら
に
連

携
し
て
、
国
際
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
と
れ
信
頼

さ
れ
る
人
格
の
形
成
と
、
国
際
的
な
教
養
と
異
文
化

理
解
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
育
成
に
努
め
る

こ
と
の
重
要
性
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
両
国
出
席
者
に
よ
る

現
状
の
理
解
に
始
ま
り
、
今
後
の
留
学
生
の
送
り
出

し
・
受
け
入
れ
や
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
、
共
同
研
究
の

可
能
性
な
ど
、
今
後
の
両
国
の
教
育
連
携
強
化
に
つ

な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
活
発
な
議
論

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
次
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
日
本
で
の
開
催
の

可
能
性
も
あ
り
、
今
後
の
よ
り
充
実
し
た
活
動
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

セッションで講演する水田理事長

フォーラム出席者による記念撮影

フォーラムの様子

　

２
０
１
１
年
10
月
13
日
、
水
田
宗
子
ハ
ン
ガ
リ
ー

奨
学
生
表
彰
式
が
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
コ
ル
ビ
ナ
ス
大
学
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト

商
科
大
学
、
セ
ン
ト
・
イ
シ
ュ
ト
バ
ン
大
学
、
エ

ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド
大
学
、
カ
ー
ロ
リ
・
ガ

シ
ュ
パ
ー
ル
・
カ
ル
ビ
ン
派
大
学
の
奨
学
生　

計
11

人
に
水
田
理
事
長
が
表
彰
状
を
授
与
し
「
こ
の
奨
学

金
は
創
立
さ
れ
て
2
年
目
で
あ
り
、
昨
年
の
第
一
回

の
奨
学
生
の
中
に
は
日
本
の
企
業
に
就
職
す
る
方
も

い
る
な
ど
、
皆
さ
ん
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
今

回
の
奨
学
生
の
皆
さ
ん
も
、
充
実
し
た
留
学
生
活
を

送
る
た
め
に
も
、
日
本
の
社
会
に
解
け
込
ん
で
欲
し

い
。
そ
し
て
日
本
か
ら
世
界
を
見
る
、
も
う
ひ
と
つ

の
目
を
養
う
よ
う
努
力
し
て
欲
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
「
城
西
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
学
生
親
善
交
流

大
使
」
の
任
命
も
行
わ
れ
、
前
大
使
を
つ
と
め
た
テ
ィ

マ
ー
ル
・
シ
ャ
ン
ド
ル
さ
ん
よ
り
、
新
大
使
と
な
る

城
西
国
際
大
学
の
オ
ラ
ー
・
ニ
コ
レ
ッ
タ
さ
ん
と
城

西
大
学
の
レ
レ
カ
ー
チ
・
タ
マ
ー
シ
ュ
・
ジ
ョ
ル
ト

さ
ん
に
大
使
の
た
す
き
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

水
田
宗
子
ハ
ン
ガ
リ
ー
奨
学
生
表
彰
式

日
時
：
２
０
１
１
年
10
月
13
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

表彰状の授与
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２
０
１
１
年
10
月
13
日
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
に

て
、
本
学
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
留
学
生
の
歓
迎
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
城
西
大
学
、
城
西
国
際
大
学

へ
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
「
水
田
宗
子
ハ
ン
ガ
リ
ー
奨
学

金
」
に
よ
る
学
生
が
入
学
し
て
き
た
こ
と
を
う
け
、

昨
年
に
引
き
続
き
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
が
開
催
し
て

く
だ
さ
っ
た
も
の
で
す
。

　

今
年
の
歓
迎
会
に
は
、
城
西
大
学
か
ら
5
名
、
城

西
国
際
大
学
か
ら
13
名
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
留
学
生
と
、

両
大
学
か
ら
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
留
学
経
験
の
あ
る
日
本

人
学
生
お
よ
び
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
を
学
習
し
て
い
る

学
生
合
計
9
名
を
加
え
た
総
勢
27
名
の
学
生
が
招

待
さ
れ
ま
し
た
。
大
使
館
か
ら
は
、
こ
の
た
び
新
た

に
就
任
さ
れ
た
セ
ル
ダ
ヘ
イ
・
イ
シ
ュ
ト
バ
ー
ン
特

命
全
権
大
使
、
ゲ
レ
エ
シ
ュ
・
イ
シ
ュ
ト
バ
ー
ン
公

使
、
カ
ー
ル
マ
ン
・
ア
ン
ド
レ
ア
二
等
書
記
官
等
、

多
く
の
大
使
館
関
係
者
が
参
加
さ
れ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

料
理
が
振
舞
わ
れ
る
中
で
交
流
し
ま
し
た
。

　

セ
ル
ダ
ヘ
イ
新
大
使
は
、
学
生
時
代
日
本
に
留
学

の
経
験
が
あ
り
、
帰
国
後
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ
ー

ン
ド
大
学
で
日
本
学
科
長
も
務
め
ら
れ
た
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
に
お
け
る
日
本
学
の
草
分
け
的
存
在
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
城
西
へ
留
学
し
て

き
た
学
生
た
ち
の
中
に
も
多
く
の
教
え
子
が
い
ま

し
た
。
大
使
は
ご
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
私
も
若
い
時

に
、
皆
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
日
本
に
留
学
し
て
、
大

セルダヘイ大使のごあいさつ

奨学生代表のあいさつ

ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
主
催 

城
西 

ハ
ン
ガ
リ
ー
留
学
生
歓
迎
会

日
時
：
２
０
１
１
年
10
月
13
日

場
所
：
駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
大
使
館

　

奨
学
生
を
代
表
し
て
、
サ
ボ
ー
・
シ
ィ
ン
テ
ィ

ア
・
ジ
ュ
ジ
ャ
ン
ナ
さ
ん
（
城
西
国
際
大
学
国
際

人
文
学
部
）
が
「
高
校
生
か
ら
の
念
願
だ
っ
た
日

本
へ
の
留
学
が
実
現
で
き
て
大
変
う
れ
し
い
。
日
本

語
を
学
ぶ
学
生
に
と
っ
て
、
水
田
奨
学
金
は
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
の
大
き
な
被
害

に
も
か
か
わ
ら
ず
奨
学
金
制
度
を
維
持
し
て
い
た

だ
き
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
日
本
語
で

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
同
じ
く
奨
学
生

代
表
の
バ
ー
リ
ア
ン
ト
・
ア
ン
ナ
・
エ
ル
セ
ベ
ト

さ
ん
よ
り
「
今
年
か
ら
大
学
院
生
と
な
り
、
現
在

日
本
と
Ｅ
Ｕ
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
日
本
の
友
好
を
深
め
ら
れ
る

よ
う
精
一
杯
努
力
し
ま
す
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

※
水
田
宗
子
ハ
ン
ガ
リ
ー
奨
学
金
は
、
２
０
０
９
年

12
月
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
大
統
領
で
あ
る
シ
ョ
ー
ヨ

ム
・
ラ
ー
ス
ロ
ー
大
統
領
閣
下
（
当
時
）
が
、
東
京

紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
を
表
敬
訪
問
さ
れ
た
こ
と
を

記
念
し
て
設
立
さ
れ
た
奨
学
金
制
度
で
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
と
日
本
の
懸
け
橋
と
な
る
人
材
育
成
を
目
的

に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
学
生
の
留
学
費
用
を
助
成
す
る
も

の
で
す
。

城
西
大
学
4
名

コルビナス大学  1 名 グベク・エメシェさん：Gubek Emese

エトヴェシュ・ロラーンド大学 2 名 ケレケシュ・ジュジャさん：Kerekes Zsuzsa
バロッグ・アーコシュ・ファルカシュさん：Balogh Ákos Farkas

ブダペスト商科大学  1 名 レレカーチ・タマーシュ・ジョルトさん：Lelekács Tamás Zsolt

城
西
国
際
大
学
7
名

ブダペスト商科大学  2 名 サボー・シィンティア・ジュジャンナさん：Szabó Cintia Zsuzsanna
トゥリ・ジョーフィアさん：Turi Zsófia

セント・イシュトバン大学  1 名 セーケイ・ヴェロニカ・チッラさん：Székely Veronika Csilla

カーロリ・ガシュパール・カルビン派大学  1 名 ゴンバシ・ノエーミ・ジョーフィアさん：Gombás Noémi Zsófia

エトヴェシュ・ロラーンド大学 3 名
オラー・ニコレッタさん：Oláh Nikoletta
ヒドヴェーギ・ジョーフィアさん：Hidvégi Zsófia
バーリアント・アンナ・エルセベトさん：Balint Anna Erzsebet

奨学生代表のあいさつ

●2011年度水田宗子ハンガリー奨学生表彰者
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２
０
１
２
年
2
月
11
日
、
城
西
国
際
大
学
創
立
20

周
年
記
念　

空
飛
ぶ
ク
ジ
ラ
大
賞
全
国
高
等
学
校

「
絵
本
コ
ン
テ
ス
ト
」
第
１
回
授
与
式
が
、
東
京
紀

尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
全
国
の
高
校
生
を
対
象
に
絵

本
の
新
た
な
可
能
性
を
開
く
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ

れ
た
も
の
で
す
。
絵
本
は
、
子
ど
も
の
み
な
ら
ず

福
祉
総
合
学
部
が
対
象
と
す
る
高
齢
者
や
障
が
い
を

も
っ
た
子
ど
も
・
大
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
に

力
や
癒
し
を
与
え
る
も
の
で
す
。
本
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
、
製
本
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
パ
ー
ソ
ナ

ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
て
製
作
さ
れ
た
も
の
や

か
ら
く
り
絵
本
な
ど
広
く
絵
本
の
可
能
性
を
追
求
し

て
多
彩
な
部
門
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
際

大
学
に
ふ
さ
わ
し
く
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
部
門
を

設
け
て
海
外
に
も
作
品
応
募
を
呼
び
か
け
、
中
国
、

韓
国
か
ら
も
多
数
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
と
な
る
今
回
の
授
与
式
に
は
、
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
各
賞
受
賞
者
や
そ
の
家
族
、
審
査
員
の

ひ
と
り
を
つ
と
め
ら
れ
た
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
川

淵
三
郎
名
誉
会
長
と
学
内
審
査
員
等
が
出
席
し
て
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

授
与
式
に
際
し
、
水
田
宗
子
理
事
長
は
「
今
回
の

コ
ン
テ
ス
ト
は
福
祉
総
合
学
部
の
み
な
ら
ず
、
メ

デ
ィ
ア
学
部
、
国
際
人
文
学
部
な
ど
、
大
学
全
体
で

総
合
的
に
支
援
・
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン

テ
ス
ト
に
よ
り
、
国
内
・
海
外
で
今
後
絵
本
の
世
界

が
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
磯
部
福
祉
総
合
学
部
長
よ
り
優
秀
賞
、

奨
励
賞
、
フ
リ
ー
部
門
賞
、
努
力
賞
、
ア
イ
デ
ア
賞

の
各
賞
受
賞
者
に
対
し
、
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
部
門
賞
を
受
賞

し
た
中
国
・
天
津
外
国
語
大
学
の
方
玉
玲
（
ホ
ウ
・

ギ
ョ
ク
レ
イ
）
さ
ん
の
音
声
に
よ
る
流
暢
な
日
本
語

で
の
受
賞
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
栄
え
あ
る
空
飛
ぶ
ク
ジ
ラ
大
賞
を
受
賞

し
た
櫻
井
毬
友
さ
ん
（
群
馬
県
共
愛
学
園
高
等
学

変
貴
重
な
経
験
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
つ
の
日

か
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
多
く
の
学
生
が
日
本
の
大
学
に

留
学
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
、
そ
れ
を
活
か

し
て
広
い
分
野
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、

私
の
夢
で
し
た
。
今
日
、
両
大
学
に
留
学
し
て
い
る

多
く
の
学
生
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
ま
さ
に
私
が

夢
見
て
い
た
こ
と
が
実
現
し
た
思
い
で
す
」
と
感
慨

深
げ
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
水
田
宗

子
理
事
長
か
ら
は
「
大
学
教
授
で
も
あ
ら
れ
た
セ
ル

ダ
ヘ
イ
大
使
の
ご
就
任
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。
本
日
は
こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
歓
迎
会
を

開
催
し
て
く
だ
さ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
一
年
一
年
、
学
生
た
ち
が
成
長
し
、
日
本
と

ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
交
流
が
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
嬉

し
く
思
い
ま
す
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
入
学
生
の
紹
介
と
「
城
西
・
ハ
ン
ガ

リ
ー
学
生
親
善
交
流
大
使
」
の
2
名
が
学
生
代
表
と

し
て
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
交
流

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
会
の
中
で
、
奨
学
生
の

一
人
で
、
セ
ル
ダ
ヘ
イ
大
使
の
教
え
子
で
も
あ
る
城

西
国
際
大
学
大
学
院
の
バ
ー
リ
ア
ン
ト
・
ア
ン
ナ
・

エ
ル
セ
ベ
ト
さ
ん
（
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド

大
学
）
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
で
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
が
決
定
し
た
こ
と
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
今
回
の
御
礼
と
今
後
の
一
層
の

交
流
強
化
を
祈
念
し
て
、
理
事
長
よ
り
、
千
葉
県
の

伝
統
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
上
総
角
凧　

鯉

金
」
を
大
使
に
贈
呈
し
て
歓
迎
会
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

理事長より表彰状を受ける大賞受賞者の櫻井毬友さん

出席者による記念撮影

大賞受賞作『泣いている君へ』

ハンガリー料理でのおもてなし

城
西
国
際
大
学
創
立
20
周
年
記
念「

絵
本
コ
ン
テ
ス
ト
」
授
与
式

日
時
：
２
０
１
２
年
2
月
11
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
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番号 賞名 学校名 氏名 作品名
1 空飛ぶクジラ大賞 共愛学園高校 櫻井毬友 泣いている君へ
2 優秀賞 千葉県立冨里高校 内村さゆり monster
3 優秀賞 盆唐大真高校 （韓国） イ・スンヨン （Lee Seung Yean） 亡霊になったナナとモモ
4 奨励賞 千葉学芸高校 鈴木ひかる おひさまのかけら
5 フリー部門賞 愛知県立鳴海高校 星野愛恵 幸せの・・・・・
6 テーマ部門賞 沖学園高校 吉田向日葵 ままのて
7 努力賞 沖学園高校 小笠原雪乃 スターライト
8 インターナショナル部門賞 天津外国語大学 ホウ・ギョクレイ （方玉玲） 幸せは手元に
9 努力賞 天津外国語大学 カン・シビ （韓志美） 会う

10 努力賞 天津外国語大学 チョウ・ロ （趙路） 世界一の素晴らしい景色
11 努力賞 天津外国語大学 ア・イボル （阿依宝力） 遠くからのお客様
12 努力賞 天津外国語大学 オウ・テンネン （王天然） イチハツの恋
13 努力賞 天津外国語大学 キン・スイ （金帥） 一人のロマンチック
14 アイデア賞 城西国際大学 中嶋凱 はるぅ～
15 アイデア賞 城西国際大学 湯本一将 ダケドキョウハ
16 アイデア賞 城西国際大学 太田実可子 わたしのきもち

●空飛ぶクジラ大賞全国高等学校「絵本コンテスト」受賞者一覧

校
）
に
水
田
理
事
長
よ
り
賞
状
と
記
念
品
、
盾
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
賞
受
賞
作
「
泣
い
て
い
る
君
へ
」
は
、
思
春
期

の
対
人
関
係
に
お
け
る
心
の
機
微
が
色
使
い
と
な
っ

て
反
映
さ
れ
て
い
る
作
品
で
、
言
葉
と
言
葉
の
間
に

作
者
が
伝
え
た
い
思
い
、
意
味
が
十
分
に
含
ま
れ
、

余
韻
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
人
と
人
と
の
間
に
行
き
交

う
息
づ
か
い
が
感
じ
ら
れ
る
繊
細
で
美
し
い
作
品

で
、
全
審
査
員
一
致
で
大
賞
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
員
を
代
表
し
て
、
川
淵
三
郎
名
誉
会
長
は

「
従
来
の
絵
本
の
枠
を
超
え
、
新
た
な
世
界
を
創
っ

て
い
く
可
能
性
を
強
く
感
じ
た
」
と
講
評
し
、
審
査

員
で
詩
人
・
絵
本
作
家
の
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
氏

か
ら
は
、
大
賞
受
賞
作
品
に
対
し
「
想
像
以
上
に
優

れ
た
作
品
で
、
二
人
の
繊
細
な
心
の
動
き
を
実
に
う

ま
く
描
写
し
て
い
る
。
作
者
の
今
後
の
絵
本
作
家
と

し
て
の
成
長
が
大
い
に
楽
し
み
だ
」
と
の
コ
メ
ン
ト

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
授
与
式
の
中
で
福
祉
総
合
学
部
の
活
動
事

例
紹
介
と
し
て
、
福
祉
総
合
学
科　

子
ど
も
福
祉

コ
ー
ス
の
学
生
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
「
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
子
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
」
で
の
幼

稚
園
児
を
対
象
に
し
た
大
き
な
手
作
り
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
空
飛
ぶ
ク
ジ
ラ
大
賞
全
国
高
等
学
校
「
絵
本

コ
ン
テ
ス
ト
」
が
今
後
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
に
な

り
、
世
界
中
か
ら
多
く
の
優
れ
た
作
品
が
集
ま
る
こ

と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西

大
学
瀋
陽
訪
問
団
一
行
は
、
２
０
１
１
年
10
月
22
日

に
魯
迅
美
術
学
院
美
術
館
を
訪
問
し
、
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

魯
迅
美
術
学
院
美
術
館
と
学
術
交
流
協
定
締
結

日
時
：
２
０
１
１
年
10
月
22
日

場
所
：
魯
迅
美
術
学
院
美
術
館
、中
華
人
民
共
和
国

　

魯
迅
美
術
学
院
は
１
９
３
８
年
に
設
立
さ
れ
た
、

中
国
を
代
表
す
る
美
術
学
院
の
一
つ
で
、
中
国
画
学

科
、
版
画
学
科
、
油
絵
学
科
、
彫
刻
学
科
な
ど
11
の

学
科
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
訪
問
団
は
美
術
学
院
お
よ
び
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
あ
る
美
術
館
を
見
学
し
、
及 

雲
輝
館
長
ら

の
ご
案
内
に
よ
り
、
特
別
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
含
め
た

門
外
不
出
の
貴
重
な
作
品
の
数
々
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
行
わ
れ
た
調
印
式
に

は
、
学
校
法
人
城
西
大
学
か
ら
は
水
田
宗
子
理
事

長
、
村
井
隆
顧
問
ら
が
参
席
し
、
魯
迅
美
術
館
か

ら
は
及
館
長
、
李
先
生
ら
が
参
席
し
、
今
後
の
教

員
・
学
生
交
流
等
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
ま
た
、
及
館
長
を
は
じ
め
、
魯
迅
美
術
館
の

先
生
方
と
学
芸
員
の
育
成
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
教
育
交
流
の
可
能
性
に
つ
い
て
意
見
交
換

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
締
結
に
よ
る
今
後
の
両
学
の
活
発
な

教
育
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

水田理事長と及雲輝館長

魯迅美術館を見学

　

水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城

西
大
学
瀋
陽
訪
問
団
一
行
は
、
２
０
１
１
年
10
月

遼
寧
大
学
と
学
術
交
流
協
定
締
結

日
時
：
２
０
１
１
年
10
月
24
日

場
所
：
遼
寧
大
学
、中
華
人
民
共
和
国
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24
日
午
前
に
遼
寧
大
学
を
訪
問
し
、
学
術
交
流
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
調
印
式
に
は
学
校
法
人
城

西
大
学
か
ら
は
水
田
宗
子
理
事
長
、
村
井
隆
顧
問

ら
が
参
席
し
、
遼
寧
大
学
か
ら
は
黄
泰
岩
学
長
、

徐
平
副
学
長
ら
が
参
席
し
ま
し
た
。
水
田
理
事
長

は
調
印
式
の
あ
い
さ
つ
で
「
貴
大
学
は
瀋
陽
市
で

最
大
規
模
の
大
学
と
し
て
多
様
な
学
部
構
成
と
革

新
的
な
国
際
教
育
を
展
開
さ
れ
て
お
り
、
城
西
大

学
、
城
西
国
際
大
学
と
の
多
面
的
な
学
術
交
流
の

可
能
性
は
極
め
て
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
両

大
学
の
先
生
、
学
生
が
研
究
、
学
び
を
通
し
交
流
が

深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し

た
。
こ
の
あ
と
水
田
理
事
長
と
黄
学
長
が
、
両
大

学
の
学
術
交
流
に
つ
い
て
の
協
定
書
に
調
印
し
ま

し
た
。

　

調
印
式
終
了
後
、
広
大
で
美
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
と

充
実
し
た
学
内
教
育
施
設
を
見
学
し
、
学
生
た
ち
と

交
流
し
ま
し
た
。
昼
食
の
席
に
は
程
偉
党
委
書
記
が

参
席
し
「
学
校
法
人
城
西
大
学
の
革
新
的
な
教
育
に

つ
い
て
は
東
北
地
区
の
他
大
学
か
ら
聞
い
て
お
り
ま

し
た
。
素
晴
ら
し
い
大
学
と
学
術
交
流
協
定
が
結

べ
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
城
西
大

学
・
城
西
国
際
大
学
と
の
学
術
交
流
を
盛
ん
な
も
の

と
し
、
多
く
の
成
果
を
挙
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

遼
寧
大
学
は
、
１
９
４
８
年
に
創
立
さ
れ
た
学
生

数
は
２
万
７
千
人
の
国
立
大
学
で
、
中
国
の
国
家
重

点
大
学
の
一
つ
で
あ
り
、
遼
寧
省
で
も
最
高
ク
ラ
ス

の
大
学
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
際
経
済
学

院
、
経
済
管
理
学
院
、
工
商
管
理
学
院
な
ど
25
の
学

部
で
構
成
さ
れ
た
総
合
大
学
で
、
日
本
語
科
も
設
置

さ
れ
て
お
り
、
日
本
か
ら
も
多
く
の
学
生
が
留
学
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
両
大
学
間
の
学
生
の

交
換
留
学
や
大
学
院
生
の
交
流
に
加
え
、
社
会
保

障
、
社
会
福
祉
、
物
流
分
野
等
に
お
け
る
共
同
研
究

が
進
む
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

水田理事長と黄泰岩学長

遼寧大学

　

水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西

大
学
瀋
陽
訪
問
団
一
行
は
、
２
０
１
１
年
10
月
24
日

の
午
後
、
瀋
陽
師
範
大
学
を
訪
問
し
学
術
交
流
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。
瀋
陽
師
範
大
学
は
１
９
５
１
年

に
創
立
さ
れ
今
年
で
ち
ょ
う
ど
60
周
年
目
を
迎
え
た

国
立
大
学
で
、
哲
学
、
経
済
学
、
法
学
、
教
育
学
、

文
学
、
理
学
、
工
学
、
管
理
学
の
8
つ
の
学
部
か
ら

な
る
総
合
大
学
で
す
。
調
印
式
に
は
学
校
法
人
城
西

大
学
か
ら
は
水
田
宗
子
理
事
長
、
村
井
隆
顧
問
ら
が

参
席
し
、
瀋
陽
師
範
大
学
か
ら
は
于
文
明
書
記
、
林

群
学
長
ら
が
参
席
し
ま
し
た
。

　

会
見
の
席
で
は
、
本
学
と
関
連
の
あ
る
教
員
養
成

や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
所
の
交
流
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
係

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
、
高
齢
社
会
を
見
据
え
た
新

し
い
福
祉
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
あ
り
方
や
共
同
研
究

や
連
携
な
ど
に
つ
い
て
、
両
大
学
で
検
討
し
て
進
め

て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
大
変
有
意
義
で

活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
学
図
書
館
と
遼
寧
古
生
物
博
物
館
を

案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
古
生
物
博
物
館
で

は
、
化
石
研
究
者
と
し
て
世
界
的
に
著
名
な
孫
革

館
長
が
化
石
標
本
等
の
展
示
物
を
自
ら
案
内
、
解
説

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
壮
大
な
ス
ト
ー
リ
ー
仕
立

て
の
展
示
や
、
化
石
や
考
古
学
の
本
場
の
遼
寧
省
な

ら
で
は
の
貴
重
な
化
石
標
本
の
数
々
は
訪
問
団
を
圧

倒
す
る
ほ
ど
の
内
容
で
し
た
。
同
じ
く
美
術
館
を
有

し
、
化
石
博
物
館
の
開
設
も
計
画
し
て
い
る
学
校
法

人
城
西
大
学
に
と
っ
て
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
大
い

に
参
考
と
な
る
有
意
義
な
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

瀋
陽
師
範
大
学
と
学
術
交
流
協
定
締
結

日
時
：
２
０
１
１
年
10
月
24
日

場
所
：
瀋
陽
師
範
大
学

遼寧古生物博物館を見学

学術交流協定調印式
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水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西

大
学
瀋
陽
訪
問
団
一
行
は
、
２
０
１
１
年
10
月
26
日

瀋
陽
農
業
大
学
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

瀋
陽
農
業
大
学
は
１
９
５
２
年
に
設
立
さ
れ
、
中

国
の
農
業
科
学
技
術
の
人
材
育
成
と
科
学
研
究
の
重

要
な
拠
点
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

訪
問
団
は
、
遅
維
意
党
委
書
記
や
張
玉
龍
学
長

ら
を
は
じ
め
と
す
る
瀋
陽
農
業
大
学
の
方
々
か
ら

温
か
い
歓
迎
を
受
け
、
親
し
い
雰
囲
気
の
中
で
両

大
学
の
相
互
理
解
と
今
後
の
学
術
交
流
に
向
け
た

意
見
交
換
の
場
が
持
た
れ
ま
し
た
。
瀋
陽
農
業
大

学
の
間
で
は
、
特
に
城
西
国
際
大
学
の
環
境
社
会

学
部
や
経
営
情
報
学
部
と
接
点
・
共
通
点
が
多
く
、

学
生
交
流
は
も
と
よ
り
農
業
政
策
、
高
齢
化
社
会

に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
、
園
芸
・
農
作
物
の
物

流
、
社
会
保
障
問
題
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
問
題

な
ど
に
つ
い
て
積
極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

こ
れ
ら
の
分
野
に
お
い
て
今
後
も
両
学
間
で
前
向

き
に
話
し
あ
っ
て
い
く
こ
と
を
相
互
に
確
認
し
ま

し
た
。

瀋
陽
農
業
大
学
訪
問

日
時
：
２
０
１
１
年
10
月
26
日

場
所
：
瀋
陽
農
業
大
学
、中
華
人
民
共
和
国

意見交換の場であいさつする水田理事長

　

水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西

大
学
瀋
陽
訪
問
団
一
行
は
、
２
０
１
１
年
10
月
26
日

中
国
医
科
大
学
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
水
田
理
事
長
が
党
委
書
記
の
戴
先
生
と

会
見
し
、
両
大
学
の
紹
介
を
し
て
そ
の
歴
史
や
今

後
の
発
展
を
理
解
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
後
一
行
は

中
国
医
科
大
学
附
属
盛
京
病
院
を
見
学
し
ま
し
た
。

１
８
８
３
年
に
創
立
さ
れ
た
こ
の
病
院
は
４
３
６
８

床
を
有
し
て
お
り
、
年
間
外
来
患
者
数
が
２
６
０
万

人
、
年
間
入
院
患
者
数
が
12
万
人
を
超
え
る
中
国
東

北
地
域
に
お
い
て
最
大
の
総
合
病
院
で
す
。
病
院
の

医
師
、
看
護
師
は
、
中
国
語
以
外
に
英
語
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
韓
国
語
・
日
本
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
の
い

ず
れ
か
を
話
す
人
が
多
く
、
国
際
性
の
高
さ
に
感
銘

し
ま
し
た
。

　

郭
錫
斌
副
病
院
長
は
、
潘
伯
臣
中
国
医
科
大
学
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
、
看
護
部
長
、
姚
品
院
長
室
副

室
長
と
と
も
に
本
学
訪
問
団
と
懇
談
を
し
、
郭
錫
斌

副
病
院
長
は
水
田
理
事
長
に
盛
京
病
院
の
概
要
と
先

端
医
療
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

盛
京
病
院
の
見
学
後
、
訪
問
団
一
行
は
中
国
医
科

大
学
趙
群
学
長
を
表
敬
訪
問
し
、
水
田
理
事
長
と
趙

学
長
の
会
見
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
見
に
は
潘
伯
臣

中
国
医
科
大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
、
魏
敏
杰
薬

学
院
長
、
李
小
寒
看
護
学
院
長
ら
が
同
席
し
ま
し
た
。

趙
学
長
は
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
中
国
医
科
大

学
は
学
校
法
人
城
西
大
学
と
一
緒
に
薬
学
、
地
域
医

療
福
祉
、
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
国
際
看
護
人
材
育
成

な
ど
の
分
野
に
お
い
て
共
同
研
究
・
共
同
教
育
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
水
田
理
事
長
も
、

中
国
医
科
大
学
と
の
交
流
を
深
め
、
医
療
福
祉
分
野

を
は
じ
め
環
境
・
介
護
・
薬
剤
・
語
学
分
野
で
の
ハ

中
国
医
科
大
学
訪
問

日
時
：
２
０
１
１
年
10
月
26
日

場
所
：
中
国
医
科
大
学
、中
華
人
民
共
和
国

　

水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西

大
学
瀋
陽
訪
問
団
一
行
は
、
２
０
１
１
年
10
月
25
日

東
北
大
学
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

東
北
大
学
は
１
９
２
３
年
に
設
立
さ
れ
た
国
立
大

学
で
、
中
国
の
国
家
重
点
大
学
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
学
と
東
北
大
学
は
２
０
１
０
年
８
月
に
学
術

交
流
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
学
校
法
人
城
西
大
学

と
東
北
大
学
と
大
連
理
工
大
学
・
大
連
外
国
語
大
学

の
中
国
３
大
学
と
連
携
し
た
博
士
課
程
で
あ
る
日
中

連
携
大
学
院
を
開
設
す
る
な
ど
、
活
発
に
学
術
交
流

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

訪
問
団
は
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
や
施
設
の
見
学

を
行
っ
た
後
、
副
校
長
の
姜
茂
発
先
生
ら
と
会
見

し
、
こ
れ
ま
で
の
日
中
連
携
大
学
院
の
活
発
な
学

術
交
流
の
御
礼
と
今
後
の
さ
ら
な
る
充
実
、
来
年

の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
共
同
開
催
、
キ
ャ
ン
パ

ス
ア
ジ
ア
申
請
の
再
検
討
、
社
会
保
障
・
社
会
福

祉
・
物
流
分
野
・
メ
デ
ィ
ア
分
野
に
関
す
る
共
同

研
究
に
つ
い
て
積
極
的
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
後
の
両
学
の
さ
ら
な
る
教
育
交
流
の
発
展
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

東
北
大
学
訪
問日

時
：
２
０
１
１
年
10
月
25
日

場
所
：
東
北
大
学
、中
華
人
民
共
和
国

副校長 姜茂発先生と会見
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学
校
法
人
城
西
大
学
は
、
２
０
１
１
年
12
月

12
日
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ト
ゥ
ン
ク
・
ア
ブ
ド
ゥ

ル
・
ラ
ー
マ
ン
大
学
（T

unku A
bdul Rahm

an 
U

niversity

）
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
学
よ
り
理
事
長
代
理
と
し
て
、
法
人
本
部
並
河

克
彦
経
営
企
画
室
長
、
城
西
大
学
薬
学
部
杉
林
堅
次

学
部
長
が
同
大
学
を
訪
問
し
、D

ato' D
r. Chuah 

H
ean T

eik

学
長
や
幹
部
教
員
の
方
々
と
面
談
し
、

討
議
・
意
見
交
換
の
後
、
今
後
の
本
格
交
流
を
期
し

て
学
術
協
定
を
締
結
し
た
も
の
で
す
。

　

同
大
学
は
、
１
９
６
９
年
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
華
人

協
会
に
よ
り
経
営
さ
れ
て
い
た
カ
レ
ッ
ジ
を
母
体
と

マ
レ
ー
シ
ア
の
ト
ゥ
ン
ク
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
ー
マ
ン
大
学
と

学
術
交
流
協
定
締
結

日
時
：
２
０
１
１
年
12
月
12
日

場
所
：
ト
ゥ
ン
ク
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
ー
マ
ン
大
学
、マ
レ
ー
シ
ア

大学附属盛京病院を訪問

戴書記とのミーティング

イ
レ
ベ
ル
人
材
の
養
成
、
共
同
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
日
中
双
方

に
関
わ
る
医
療
や
福
祉
、
看
護
、
介
護
、
高
齢
化
等

に
つ
い
て
の
問
題
点
や
課
題
に
関
す
る
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
医
療
に
必
要
な
人
材
育
成
を

巡
る
意
見
交
換
の
中
で
、
水
田
理
事
長
が
２
０
１
２

年
4
月
に
開
学
す
る
城
西
国
際
大
学
看
護
学
部
の
学

生
海
外
実
習
へ
の
受
け
入
れ
協
力
を
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
、
趙
学
長
か
ら
快
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後

に
趙
学
長
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に
城
西
大

学
を
お
訪
ね
し
た
い
と
の
発
言
が
あ
り
、
訪
問
し
た

一
行
全
員
か
ら
笑
顔
と
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
両
学
の
学
術
交
流
協
定
の
締
結
と
そ
れ
に

よ
る
両
学
の
活
発
な
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

中国医科大学

中国医科大学で趙学長と会見

　

２
０
１
１
年
10
月
11
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

は
米
国
の
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
（U

niversity of California, 
LosA

ngeles

：
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
校
）T

erasaki Center for Japanese Studies

と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
両
校
の
交
流
を
活
発
に
し
、
学
術

交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
締
結
さ
れ
た
も
の

で
、
今
後
両
大
学
で
は
教
育
や
研
究
、
大
学
提
携
と

い
っ
た
専
門
分
野
に
お
け
る
教
職
員
の
交
流
、
大
学

院
生
や
学
部
生
の
交
換
留
学
、
学
術
的
な
情
報
や
資

料
の
共
有
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構

築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
市
に
本
部
を
置
く
州
立
大
学
で
、
１
９
１
９
年
に

設
立
さ
れ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
大
学
で
学
生
数
が

最
も
多
い
総
合
大
学
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
学
術
交
流
協
定
を
結
ん
だU

CLA
 Center for 

Japanese Studies

（
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
）

は
、
日
本
学
研
究
に
お
い
て
世
界
を
リ
ー
ド
す
る

存
在
で
あ
り
、
１
９
９
１
年
の
設
立
以
来
、
芸
術
文

化
、
歴
史
、
社
会
、
政
治
分
野
な
ど
に
お
け
る
日
本

学
研
究
の
成
果
を
世
に
発
信
し
続
け
、
米
国
に
お
け

る
日
米
関
係
の
理
解
を
深
め
る
役
目
を
果
た
し
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
２
０
０
５
年
に
は
ポ
ー
ル
＆
ヒ
サ

コ
寺
崎
夫
妻
か
ら
の
新
た
な
寄
付
を
受
け
、U

CLA
 

Paul I. and H
isako T

erasaki Center for Japanese 
Studies

と
そ
の
名
を
改
め
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

本
学
は
す
で
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
リ
バ
ー
サ
イ

ド
校
を
は
じ
め
、
米
国
に
お
い
て
も
多
く
の
大
学

と
学
術
交
流
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
各
種
留
学
や
サ

マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
、
語
学
研
修
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

等
を
活
発
に
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
協
定
に
よ

り
、
今
後
の
こ
れ
ら
の
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
さ

ら
な
る
充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
と
学
術
交
流
協
定
締
結

日
時
：
２
０
１
１
年
10
月
11
日
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２
０
１
１
年
11
月
15
日
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
い
て
、
中
国
・
大
連
外
国
語
学
院
の
党
委
員

会
書
記
で
あ
る
柳
振
万
先
生
に
、
水
田
宗
子
理
事
長

よ
り
城
西
大
学
名
誉
博
士
記
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

名
誉
博
士
記

城
西
大
学
よ
り
柳
振
万
先
生（
大
連
外
国
語
学
院 

党
委
書
記
）へ

名
誉
博
士
記
授
与

日
時
：
２
０
１
１
年
11
月
15
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

名誉博士記

　

今
回
の
協
定
は
、
学
校
法
人
城
西
大
学
代
表
団
が

同
大
を
訪
問
し
て
、
張
保
隆
学
長
他
と
学
術
・
教
育

交
流
に
関
し
て
活
発
な
討
議
・
意
見
交
換
を
行
っ
た

後
、
今
後
の
本
格
交
流
を
期
し
て
締
結
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

逢
甲
大
学
は
１
９
６
１
年
に
創
立
さ
れ
た
実
業
系

の
私
立
総
合
大
学
で
、
工
学
、
商
学
、
理
学
、
人
文

社
会
学
、
情
報
電
気
学
、
建
築
学
、
経
営
管
理
学
、

進
修
社
会
学
院
文
学
院
の
８
学
部
を
有
し
、
台
湾
で

も
最
も
有
望
な
総
合
大
学
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
12
月
29
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

は
中
国
医
科
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
こ
の
締
結
に
よ
り
、
今
後
両
大
学
間
に
お
け

る
教
育
お
よ
び
研
究
の
諸
分
野
に
お
け
る
学
術
交
流

や
、
教
員
、
研
究
者
お
よ
び
学
生
の
交
流
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
２
年
4
月
に
開
学
す
る
城
西
国
際

大
学
看
護
学
部
の
学
生
海
外
実
習
へ
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
も
協
議
中
で
す
。

　

今
回
の
協
定
は
、
２
０
１
１
年
10
月
に
水
田
宗
子

理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西
大
学
瀋
陽
訪

問
団
一
行
が
同
大
を
訪
問
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ

て
、
締
結
に
至
っ
た
も
の
で
す
。
そ
の
際
の
水
田
理

事
長
と
趙
群
学
長
の
会
見
で
も
、
今
後
の
両
学
の

交
流
を
深
め
、
医
療
福
祉
分
野
を
は
じ
め
環
境
・
介

護
・
薬
剤
・
語
学
分
野
で
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
人
材
の
養

成
、
共
同
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
提
案
が

な
さ
れ
、
日
中
双
方
に
関
わ
る
医
療
や
福
祉
、
看

護
、
介
護
、
高
齢
化
等
に
つ
い
て
の
問
題
点
や
課
題

に
関
す
る
意
見
交
換
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
国
医
科
大
学
と
学
術
交
流
協
定
締
結

日
時
：
２
０
１
１
年
12
月
29
日

　

２
０
１
１
年
12
月
20
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学
は

台
湾
の
逢
甲
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
こ
の
締
結
に
よ
り
、
今
後
両
大
学
間
に
お
け
る

交
換
学
生
や
教
員
の
派
遣
、
学
術
資
料
刊
行
物
の
交

換
な
ど
、
教
育
お
よ
び
研
究
の
諸
分
野
に
お
け
る
幅

広
い
学
術
交
流
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

台
湾 

逢
甲
大
学
と
学
術
交
流
協
定
締
結

日
時
：
２
０
１
１
年
12
月
20
日

し
て
、
国
家
教
育
力
強
化
の
観
点
か
ら
教
育
大
臣
の

要
請
に
よ
り
２
０
０
２
年
に
総
合
大
学
化
し
た
華
僑

系
私
立
大
学
で
す
。
学
生
数
は
１
万
９
千
人
で
、
社

会
科
学
系
、
メ
デ
ィ
ア
、
工
学
、
理
学
、
環
境
、
薬

学
健
康
な
ど
の
学
部
を
有
し
、
本
学
と
も
多
面
的
な

交
流
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
学
は
か
ね
て
よ
り
マ
レ
ー
シ
ア
の
大
学
交
流
を

マ
レ
ー
シ
ア
大
使
館
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
観
光
局
と

も
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
11
月
に
同
国

ン
・
イ
ェ
ン
・
イ
ェ
ン
観
光
大
臣
（D

ato' Sri D
r. 

N
g Y

en Y
en

）
の
本
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ

ス
訪
問
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
同
大
学
へ
の
ご
紹
介

と
今
回
の
交
流
開
始
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
で
は
、
同
大
学
以
外
に
も
最
大
の
国

立
大
学
で
あ
る
マ
ラ
工
科
大
学
や
、
日
本
と
の
関
係

が
深
い
マ
レ
ー
シ
ア
日
本
国
際
工
科
院
も
訪
問
し
、

高
等
教
育
の
英
語
化
が
進
ん
で
い
る
同
国
な
ら
で
は

の
本
学
と
の
今
後
の
交
流
・
教
育
機
会
の
拡
大
に
つ

い
て
の
話
し
合
い
が
持
た
れ
ま
し
た
。

キャンパス外観

交流締結後の記念写真 
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今
回
の
名
誉
博
士
記
授
与
は
、
柳
先
生
が
永
年
に

わ
た
っ
て
日
本
・
中
国
間
の
関
係
発
展
お
よ
び
相
互

理
解
の
促
進
に
ご
尽
力
さ
れ
、
本
学
と
中
国
と
の
学

術
交
流
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
実
現

し
た
も
の
で
す
。

　

柳
先
生
は
長
い
間
観
光
分
野
の
第
一
線
で
ご
活
躍

を
さ
れ
、
大
連
を
「
浪
漫
之
都
」
と
い
う
観
光
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
登
録
し
、
世
界
都
市
観
光
の
最
先
端
に

立
っ
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
素

晴
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
結
果
と
し
て
、
大
連

を
中
国
最
優
秀
観
光
都
市
ト
ッ
プ
３
の
一
つ
と
し
て

築
き
上
げ
る
こ
と
に
成
功
さ
れ
、
大
連
は
国
連
世
界

観
光
機
構
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
よ
り
非
常
に
高
い
評
価
を
得

ま
し
た
。

　

本
学
と
大
連
外
国
語
学
院
は
２
０
０
８
年
3
月
に

学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
、
大
連
外
国
語
学
院
か
ら

毎
年
数
多
く
の
学
生
が
城
西
大
学
・
城
西
国
際
大
学

に
留
学
す
る
な
ど
、
両
学
の
交
流
は
着
実
に
拡
大
発

展
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
学
部
を
持
つ
両
大
学
が
合
同
で
、
観

光
に
関
す
る
用
語
を
幅
広
く
収
録
し
た
「
日
中
観
光

用
語
辞
典
」
を
作
成
す
る
こ
と
も
決
ま
っ
て
お
り
、

２
０
１
３
年
の
出
版
に
向
け
て
作
業
が
鋭
意
進
行
中

で
す
。

　

授
与
後
、
柳
先
生
は
「
我
々
両
大
学
は
、
こ
れ
ま

で
素
晴
ら
し
い
兄
弟
と
し
て
緊
密
に
交
流
し
て
き
ま

し
た
。
今
回
の
名
誉
博
士
記
を
授
か
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
私
個
人
へ
の
評
価
の
み
な
ら
ず
大
連
外
国

語
学
院
へ
の
評
価
で
も
あ
る
と
思
っ
て
お
り
、
大
変

名
誉
な
こ
と
で
、
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

今
日
か
ら
、
城
西
大
学
は
我
が
母
校
に
な
り
、
私
も

城
西
大
学
の
学
友
と
な
り
ま
す
」
と
ご
あ
い
さ
つ
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
両
学
の
交
流
発
展
の
証
と
し
て
、
本
学

か
ら
大
連
外
国
語
学
院
に
桜
の
木
が
計
２
０
０
本

贈
呈
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
、
旅
順
に
作
ら
れ
た

新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
池
の
周
り
に
植
え
ら
れ
る
予
定

で
す
。
今
後
、
春
が
訪
れ
る
度
に
き
れ
い
な
桜
の
花

を
咲
か
せ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
美
し
く
彩
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

名誉博士記を授与

授与式の出席者一同

　

２
０
１
１
年
11
月
5
日
、
城
西
国
際
大
学
の
創
立

20
周
年
を
記
念
し
て
「
創
立
の
石
碑
建
立
除
幕
式
」

が
、
水
田
宗
子
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
関
係

者
、
同
窓
会
・
父
母
後
援
会
関
係
者
な
ど
約
50
名
が

出
席
し
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
石
碑
は
、
城
西
国
際
大
学
が
今
年
で
創
立
20

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
創
立
者
で
あ
る
水
田
清

子
名
誉
理
事
長
の
業
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
名

誉
理
事
長
が
大
学
に
か
け
ら
れ
た
夢
を
あ
ら
た
め
て

受
け
止
め
、
今
後
の
大
学
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
の

想
い
で
同
窓
生
一
同
に
よ
り
創
立
の
石
碑
と
顕
彰
の

銘
板
の
寄
贈
が
提
案
さ
れ
、
父
母
後
援
会
、
城
西
大

学
の
同
窓
会
、
父
母
後
援
会
か
ら
も
賛
同
を
い
た
だ

き
、
建
立
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　

石
碑
の
「
筑
波
石
」
は
、
正
門
脇
に
そ
び
え
立
つ
大

き
な
楠
の
木
の
横
に
建
立
さ
れ
、
創
立
者
水
田
清
子
名

誉
理
事
長
の
業
績
を
今
後
に
伝
え
る
べ
く
、
同
窓
生
の

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
銘
板
も
添
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

除
幕
式
に
続
い
て
行
わ
れ
た
第
20
回
Ｊ
Ｉ
Ｕ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
祭
式
に
お
い
て
、
水
田
理
事
長

は
「
同
窓
会
の
ご
提
案
と
、
城
西
大
学
の
同
窓
会
や

両
大
学
の
父
母
後
援
会
な
ど
の
お
力
に
よ
り
石
碑

が
建
立
さ
れ
、
さ
き
ほ
ど
無
事
除
幕
式
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
石
碑
は
、
こ
れ
か
ら
何
百
年
も

の
間
、
こ
の
地
で
入
学
生
や
世
界
中
か
ら
の
留
学
生

を
末
永
く
応
援
し
、
見
守
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
学
園
祭
の
初
日
に
除
幕
式
が
で
き
た
こ
と
は
、

感
無
量
で
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

創
立
20
周
年
記
念
「
創
立
の
石
碑
」
建
立
除
幕
式

日
時
：
２
０
１
１
年
11
月
5
日

場
所
：
城
西
国
際
大
学

創立20周年
記念事業

創
立
20
周
年
記
念
事
業

千葉東金キャンパス正門脇の「創立の石碑」
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学
校
法
人
城
西
大
学
は
、
２
０
１
１
年
11
月
25
日

に
大
学
院
セ
ン
タ
ー
開
設
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

大
学
院
セ
ン
タ
ー
は
、
日
本
・
ア
ジ
ア
お
よ
び
世

界
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
人
材
育
成
教

育
を
目
指
し
、
城
西
大
学
（
４
研
究
科
８
専
攻
）
と

城
西
国
際
大
学
（
５
研
究
科
９
専
攻
）
の
大
学
院
で

の
教
育
・
研
究
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
に
開

設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
水
田
宗
子
理
事
長
が
「
日
本
と
世

界
の
人
材
育
成
に
学
校
法
人
城
西
大
学
と
し
て
貢
献
で

き
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
す
る
た
め
、
７
月
設
立

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
続
い
て
、
こ
の
た

び
大
学
院
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。
両
大
学
院

が
お
互
い
の
力
を
出
し
合
い
、
海
外
の
大
学
と
も
協

力
し
な
が
ら
、
国
際
社
会
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
で
き
る
高
度
な
能
力
を
持
っ
た
専
門
家
を
１
人
で

　

２
０
１
２
年
1
月
25
日
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン

パ
ス
4
号
棟
5
階
で
「
ホ
テ
ル
経
営
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
公
開
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は

城
西
国
際
大
学
大
学
院
国
際
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
専
攻
の
社
会
人
対
象
デ
ィ
プ
ロ
マ
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
Ｍ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
し
て
行
わ
れ
ま
し

大
学
院
国
際
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

「
ホ
テ
ル
経
営
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
開
催

日
時
：
２
０
１
２
年
1
月
25
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

も
多
く
育
て
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
理
事

長
の
安
西
祐
一
郎
氏
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け

る
大
学
院
の
役
割
」
と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
安
西
氏
は
、
急
速
に
進
む
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の

中
で
今
後
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
世
界
（
グ
ロ
ー
バ

ル
）
と
地
域
（
ロ
ー
カ
ル
）
の
両
方
に
通
じ
、
専
門

家
と
し
て
ど
こ
で
も
活
躍
で
き
る
人
材
で
あ
る
と

し
、
そ
の
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
大
学
院

の
役
割
、
特
に
私
立
大
学
の
大
学
院
と
大
学
院
生
の

あ
り
方
に
つ
い
て
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
小
野
元
之
大
学
院
セ
ン
タ
ー
所
長

（
前
日
本
学
術
振
興
会
理
事
長
）
が
「
21
世
紀
に
お

け
る
大
学
院
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し

た
。
小
野
所
長
は
、
日
本
の
再
生
の
た
め
に
も
特
に

大
学
院
改
革
が
必
要
で
あ
る
と
提
言
し
、
そ
の
た
め

の
あ
ら
た
な
外
部
資
金
獲
得
の
重
要
性
を
指
摘
し
た

上
で
、
城
西
大
学
大
学
院
セ
ン
タ
ー
の
推
進
方
針
と

し
て
「
両
大
学
の
強
み
を
活
か
し
た
連
携
」「
国
際

的
な
教
育
の
質
の
保
証
」「
海
外
大
学
と
の
連
携
と

留
学
生
強
化
」
等
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
が
行
わ
れ
た
地
下
ホ
ー
ル
に
は
、
文
部
科

学
省
や
企
業
・
大
学
関
係
者
、
学
生
な
ど
約
２
０
０

名
が
来
場
し
、
熱
心
に
講
演
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
講
演
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
大
学
院
教
育
の
あ
り
方
や

今
後
の
人
材
育
成
等
に
関
し
て
の
積
極
的
な
意
見
交

換
や
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

北山禎介　三井住友銀行取締役会長

小林誠　日本学術振興会・学術システム研究センター所長
（2008 年ノーベル物理学賞 受章）

懇親会であいさつする小松親次郎 文部科学省高等教育局私学部長

講演する小野元之大学院センター所長 講演する日本学術振興会理事長の安西祐一郎氏

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 
大
学
院
セ
ン
タ
ー
開
設
記
念
講
演
会
開
催

日
時
：
２
０
１
１
年
11
月
25
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
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フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
は
、
２
０
１
２
年
５
月
か
ら
中
国
・
大

連
で
行
わ
れ
る
「
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ　

グ
ロ
ー
バ
ル
女
性

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｊ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
※
）」
に
関

連
し
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
女
性
が
社
会
を
変
え
る
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
３
名
で
構
成
さ
れ
た
講
演
会
に
は
、
企
業
経

営
者
お
よ
び
人
事
担
当
者
、
役
所
関
係
者
等
各
界
で

活
躍
す
る
女
性
が
多
く
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
学
で
行
っ
て
い
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成

奨
励
生
（
水
田
宗
子
奨
学
金
）
の
学
生
も
参
加
し
、

こ
の
テ
ー
マ
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い

ま
し
た
。

●
小
野
元
之

学
校
法
人
城
西
大
学
大
学
院
セ
ン
タ
ー
所
長

（
前
日
本
学
術
振
興
会
理
事
長
、

元
文
部
科
学
事
務
次
官
）

講
演
テ
ー
マ

「
女
性
の
社
会
進
出
に
つ
い
て
」

　

主
に
日
本
国
内
に
お
け
る
現
状
問
題
の
分
析
や
、

文
部
科
学
省
時
代
に
推
進
し
た
政
策
の
紹
介
等
を
交

え
、
女
性
の
社
会
進
出
の
た
め
の
提
案
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
、
女
性
の
労
働
力
や
共
働
き
世
帯

に
加
え
ニ
ー
ト
や
晩
婚
化
等
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
焦

点
を
合
わ
せ
た
政
策
提
言
や
構
想
が
語
ら
れ
ま
し

た
。

●
大
羽
り
ん

株
式
会
社
シ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

代
表
取
締
役

講
演
テ
ー
マ

「
女
性
か
ら
見
た
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
」

　

中
国
語
翻
訳
・
通
訳
の
会
社
経
営
の
経
験
か
ら
、

日
本
人
女
性
が
中
国
で
ど
の
よ
う
な
点
に
注
意
す
べ

き
か
に
つ
い
て
実
例
を
織
り
交
ぜ
て
説
明
さ
れ
ま
し

　

２
０
１
２
年
２
月
15
日
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン

パ
ス
３
階
３
０
１
教
室
で
「
第
２
回
日
中
経
済
経
営

第
２
回 

日
中
経
済
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム 

Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
開
催

日
時
：
２
０
１
２
年
２
月
15
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

た
。
ま
た
、
同
専
攻
客
員
教
授
で
『
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｆ
Ｕ
Ｎ
』

代
表
の
梅
原
一
剛
先
生
（
ザ
・
キ
ャ
ピ
ト
ル
ホ
テ
ル

東
急
顧
問
）
が
行
っ
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
テ
ル
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
共
同
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　

講
師
に
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

専
務
取
締
役
の
ケ
ビ
ン
・
ブ
ル
ー

マ
ー
氏
と
、
有
限
責
任
監
督
法
人
ト
ー
マ
ツ
・
Ｉ
Ｆ

Ｒ
Ｓ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
グ
ル
ー
プ 
パ
ー
ト
ナ
ー
公

認
会
計
士
の
鈴
木
登
樹
男
氏
を
迎
え
、
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
に
お
け
る
経
理
責
任
者
の
あ
り
方
や
、
国

際
財
務
報
告
基
準
導
入
の
動
向
等
つ
い
て
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
ホ
テ
ル
業
界
の
現
状
と
海
外
を
中

心
と
し
た
会
計
シ
ス
テ
ム
（
ユ
ニ
ホ
ー
ム
シ
ス
テ

ム
）
の
活
用
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
り
、
参
加
し
た

国
際
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
学
生
、
ホ
テ
ル

関
係
者
は
熱
心
に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
参

加
者
全
31
名
に
よ
る
白
熱
し
た
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
学
生
と
社
会
人
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
発
言
が

あ
り
、
充
実
し
た
公
開
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

鈴木氏の講演

ケビン氏の講演

講演会風景

桜井久美先生
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学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
45
周
年
記
念
事
業
と
し

て
建
設
を
進
め
て
き
た
城
西
大
学
水
田
美
術
館
が
、

２
０
１
１
年
12
月
９
日
に
開
館
し
ま
し
た
。

　

開
館
に
先
立
つ
神
事
の
後
、
美
術
館
入
り
口
に
て
水

田
宗
子
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
関
係
者
、
設

計
・
建
設
、
行
政
関
係
者
な
ど
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
、
12
時
に
華
々
し
く
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
後
は
、
招
待
さ
れ
た
約
１
７
０
名
の
関

係
者
や
お
客
様
、
Ｔ
Ｖ
局
や
新
聞
社
な
ど
の
マ
ス
コ

ミ
が
で
き
た
ば
か
り
の
館
内
を
観
覧
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
外
に
も
近
隣
の
方
々
や
学
生
な
ど
合
計

約
６
５
０
名
の
方
が
訪
れ
、
各
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
展
示

物
を
熱
心
に
見
学
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

地
上
２
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
６
７
０
㎡
に
お
よ

ぶ
館
内
に
あ
る
３
つ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
本
学
が

所
蔵
す
る
作
品
群
の
中
か
ら
、
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し

て
当
日
限
り
の
水
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
浮
世
絵
名
品
展

や
、
近
代
日
本
風
景
画
家
と
し
て
著
名
な
橋
本
博
英

展
、
城
西
大
学
の
歴
史
と
歩
み
を
振
り
返
る
写
真
パ

ネ
ル
展
が
行
わ
れ
て
い
る
他
、
元
内
閣
総
理
大
臣
で

現
在
は
陶
芸
家
と
し
て
も
有
名
な
細
川
護
煕
氏
の
作

品
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
午
後
に
は
開
館
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、

水
田
宗
子
理
事
長
が
「
創
立
者
が
こ
よ
な
く
愛
し
た

浮
世
絵
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
し
て
昭
和
54
年

（
１
９
７
９
年
）
に
城
西
大
学
水
田
美
術
館
は
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
た
び
創
立
45
周
年
を

記
念
し
て
装
い
も
新
た
に
開
館
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
独
立
し
た
建
物
と
し
て
の
美
術
館
は
本
学
と

し
て
も
初
め
て
で
あ
り
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
展
覧
会

や
企
画
を
行
っ
て
城
西
大
学
の
教
育
・
研
究
に
貢
献

し
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
喜
ば

れ
る
美
術
館
を
目
指
し
て
、
大
事
に
育
て
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
伊
利
坂
戸
市
長
、
井
上
毛
呂
山
町
長
等
の

ご
来
賓
ご
あ
い
さ
つ
の
後
、
今
回
設
計
施
工
を
担
当

し
たstudio SU

M
O

の
ス
ニ
ー
ル
・
ボ
ー
ル
ド
さ

ん
と
、
野
口
大
林
組
副
社
長
か
ら
ご
あ
い
さ
つ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
、
先
日
に
本
学
と
学
術
交
流
協
定
を

締
結
し
た
魯
迅
美
術
学
院
の
油
絵
学
部
教
授
で
あ

城
西
大
学
水
田
美
術
館
開
館

日
時
：
２
０
１
１
年
12
月
９
日

場
所
：
城
西
大
学

美術活動

美
術
活
動

美術館外観

エントランススペースに飾られた細川護煕氏の作品来場者で賑わうギャラリー 1 「水田コレクション浮世絵名品展」

た
。
ま
た
、
日
本
と
中
国
の
文
化
比
較
を
背
景
に
、

中
国
で
働
く
心
構
え
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
知
識

の
重
要
性
が
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

●
桜
井
久
美
先
生

衣
装
作
家
／
城
西
国
際
大
学
メ
デ
ィ
ア

学
部
客
員
教
授

講
演
テ
ー
マ

「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
女
性
の
仕
事
」

　

世
界
で
働
く
こ
と
の
問
題
点
や
仕
事
に
対
す
る
情

熱
等
、
フ
ラ
ン
ス
オ
ペ
ラ
座
で
の
デ
ザ
イ
ン
修
業
な

ど
の
経
験
を
も
と
に
講
演
し
ま
し
た
。
特
に
衣
装
制

作
の
過
程
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
の
人
た
ち
と

合
同
で
働
い
た
経
験
か
ら
、
国
籍
も
文
化
も
違
う
環

境
下
で
働
く
こ
と
の
難
し
さ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化

の
価
値
観
を
得
ら
れ
る
と
い
う
利
点
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

多
様
な
経
歴
を
持
つ
３
名
に
よ
る
講
演
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
混
在
す
る
中
で
い
か
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
、
自
身
の
目
的
に
強
い
情

熱
を
燃
や
す
こ
と
を
重
要
視
す
べ
き
と
い
う
考
え
方

が
共
通
し
て
い
ま
し
た
。
お
よ
そ
２
時
間
半
の
講
演

会
で
は
、
50
名
を
超
す
来
場
者
の
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

※
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
英
語
名
〝
Ｊ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
〟
は

次
の
英
語
の
文
字
か
ら
と
っ
て
い
ま
す
。

Josai E
xecutive P

rogram
 for W

om
en's 

Em
pow

erm
ent and Leadership
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23
号
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
号
は
「
大
阪
万
博
と
日
本
美
術
」
を
テ
ー
マ

に
、
在
外
研
究
者
に
よ
る
論
考
お
よ
び
こ
の
テ
ー
マ

に
関
わ
る
日
本
語
論
文
の
英
語
翻
訳
文
な
ど
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

　

巻
頭
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
が
こ
れ
ま
で
よ
り
増
え
る
な

ど
、
さ
ら
に
魅
力
的
な
誌
面
と
な
り
ま
し
た
。
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は
日
本
人
と
日
本
文
化
を
テ
ー
マ
と
す
る
英
文
誌

で
、
年
に
一
度
城
西
大
学
国
際
学
術
文
化
振
興
セ

ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｓ
）
よ
り
刊
行
し
て
い
ま

す
。

　

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
、
購
入
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は 

Ｗ
ｅ
ｂ 

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w

w
.josai.jp/jicpas/RJC

S/

）
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第
23
号
刊
行

り
、
中
国
を
代
表
す
る
「
国
家
の
画
家
30
人
」
と
し

て
認
定
さ
れ
て
い
る
王
希
奇
先
生
も
お
い
で
に
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
王
先
生
は
現
在
満
州
か
ら
の
引
き

揚
げ
を
テ
ー
マ
に
創
作
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
本
学

で
も
来
年
美
術
館
で
作
品
展
が
で
き
る
よ
う
準
備
・

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
美
術
館
で
は
、
今
後
水
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
公

開
と
と
も
に
、
大
学
の
紹
介
や
さ
ま
ざ
ま
な
企
画

展
、
大
学
の
あ
る
坂
戸
や
埼
玉
県
な
ど
地
域
ゆ
か
り

の
文
化
の
紹
介
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
発
信
の
場
と
し
て
の
活
動
が
大
い
に
期
待
さ

れ
ま
す
。

ギャラリー 3 の様子

来場者で賑わうギャラリー 2 「橋本博英展」
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今
号
は
江
戸
、
戦
前
、
戦
後
、
そ
し
て
現
代
に
お

け
る
女
性
の
主
体
性
の
歴
史
的
な
変
化
と
継
続
性
の

考
察
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
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米
間
を
中
心
に
他
地
域
を
加
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
に
立
っ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
学
術
交
流
、
情
報

交
換
を
目
的
に
、
女
性
、
男
性
、
家
族
、
労
働
、
社

会
問
題
、
文
化
研
究
等
に
つ
い
て
の
論
考
を
掲
載
す

る
英
文
誌
で
す
。
城
西
大
学
国
際
学
術
文
化
振
興
セ

ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｓ
）
が
年
に
２
冊
刊
行
し
て

お
り
ま
す
。

　

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
、
購
入
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
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Ｗ
ｅ
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サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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